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1．実践の概要

この授業の概要は，次の通りである（2023年度シラバスより）。

「教科書の日本語は，みんなが使っている日本語とちがう」「教科書には，私が使いたい場面
がない」と思ったことはありませんか。「「わたしのにほんご」プロジェクト」は，「日本語で話
したいこと／書きたいこと」を持ち寄り，「わたしのにほんご（文法と語彙）」をたくさん増や
していく授業です。

1学期（14回）は次のようなスケジュールで進む。大きく分けて，学期の前半は「話
す」，後半は「打つ」に取り組む。

授業デザインの背景にあるのは，これまでの日本語教育は「言語から出発するアプロー
チ」が主流であったが，これからは「状況から出発するアプローチ」をとるべきであると
いう言語観，言語教育観（小林 2017）と「教室活動としてのロールプレイは，自分らし
いコミュニケーションを作るための練習ではなく，想像力，演技力のトレーニングになっ
ている可能性がある」（小林 2009， p. 102）という，日本語教師としての著者自身の反省で
ある。

早稲田日本語教育実践研究　第 12 号 

学習者が創り出す「文法」
小林　ミナ

　　科目名：「わたしのにほんご」プロジェクト 1-2
　　レベル：初級 1・2  ／中級 3・4・5 ／上級 6・7・8
　　履修者数：40 名（2023 年度春学期）

図 1　1学期のスケジュール
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2．「状況から出発するアプローチ」とは

「状況から出発するアプローチ」と説明すると，場面シラバス，機能シラバス，ロール
プレイなどと理解されることが多い。「学習者に身近な状況を具体的に設定し，勧誘や依
頼の表現などを学ぶのですね」といった具合である。しかし，これは大きな誤解である。
言葉は常に具体的な状況のなかにあらわれる。望むと望まざるに関わらず，私たちは

日々さまざまな状況のなかで生きている。それぞれの状況において「自分ならどう振るま
いたいか」「どのような自分を見せたいか」「何をどのように伝えたいか」を考え，どうす
れば日本語でそれが実現できるかを学んでいく授業である（小林 2017）。

3．学習者が創り出す「文法」

この授業を実施するようになってから，10年以上が経つ。事例を 1つ紹介したい。
ある学期の復習Ⅱで，「クラスメートに教えたい日本語を選び発表する」という活動を

行った。ある学習者が発表した日本語は「飯行く人 !」であった。「飯／行く／人」のそ
れぞれの意味を示したのちに，「「飯行く人 !」は親しい友だちを LINEで食事に誘う機能
を持った表現である」と英語で説明したのである。この学習者の説明によれば，それまで
も寮の同じフロアの学生十数人で作っているグループ LINEに「飯行く人 !」という書き
込みがあり，それに対して他のメンバーが「はい !」「オレ ^^」などと反応するのを目に
していた。しかし，1つひとつの文字通りの意味は理解できるものの，それらが食事の誘
いについてのやりとりだとは考えもしなかったのだという。結果として，自分の知らない
ところで他のメンバーたちが一緒に食事に行っていたことを知り，非常にショックを受け
たとのことであった。誰かを誘うときの表現というと，現在の日本語教育では「～ませ
んか」「～ない ?」といった勧誘のモダリティ表現，あるいは「土曜日ひま ?」「映画，好
き ?」といった勧誘の談話を後続する前置き表現などが，まずは想起されることが多い。
しかし，この学習者にとっては「食事に行きませんか」「飯，行かない ?」よりも，「飯行
く人 !」のほうがしっくりくる日本語だったのである（小林 2016）。「飯行く人 !」は，あ
えていうなら名詞句である。学習者は「モダリティ表現」「談話構造」といった枠組みと
はまったく別のところで，自由に「わたしのにほんご」をつかみ取り，それらを位置づけ
ている可能性がある。これからもそのような学びを支援できる授業でありたいと思う。
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